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1 はじめに 

この文書では、紙のサブカルテをMetaMoJi Dental eNoteに取り込み、歯科医院で活用できるようにする

までの流れを紹介します。 

1.1 操作の流れ 

取り込みの準備 →2 

 

 

 

▼   

 紙のサブカルテをMetaMoJi Dental eNoteに取り込む →3 

 ▼  

 

 

 よく使う書類を取り込む →4 

 ▼  

 

 

 付箋を設定する →5 

 ▼   

フォーム部品を追加する →6 

 ▼  

 

 

 用紙テンプレートに登録する →7 

 ▼   

ツールボックスに登録する →8 

 ▼  

 

 

 業務での利用 →9 

   

 

 

   



4 
 

2 取り込みの準備 

紙のサブカルテを取り込む前に、あらかじめサブカルテを使用するメンバーをユーザー登録してチームを

作ります。 

2.1 ユーザー登録する 

サブカルテを使用するメンバーをユーザー登録します。 

1. Web管理ツールを起動してログインします。 

2. ［ユーザー管理］を選びます。 

3. ［ユーザー新規登録］をクリックします。 

4. 名前やユーザーIDを入力して［登録］をクリックします。 

※は入力必須項目です。 

 

5. 操作 4．を繰り返して必要なユーザーを登録します。 

6. すべてのユーザーの登録が終わったら［閉じる］をクリックします。 

［追加されたユーザーの一覧］画面が表示されます。 

7. ［確認］をクリックします。 

 

補足： ユーザー登録の操作について詳しくは導入ガイド、または管理者ガイドをご覧ください。 

→ https://direct.metamoji.com/products/dentalenote/#support 

 

  

https://direct.metamoji.com/products/dentalenote/#support
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2.2 チームを作る 

1. MetaMoJi Dental eNoteを起動します。 

2. ノート一覧画面で「チームフォルダ」を長押し（iOSの場合）、または右クリックして

（Windowsの場合）表示されるメニューの「チームの作成」を選びます。 

 

3. チーム名を入力し、「完了」を選びます。 

 

4. 「チームメンバー」の右にある＋をタップします。 

 

5. 追加するメンバーをオンにして、［戻る］を選びます。 
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6. ［完了］を選びます。 

 

［サブカルテ］チームが作成され、メンバーが登録されました。 
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3 紙のサブカルテを MetaMoJi Dental eNoteに取り込む 

紙のサブカルテをMetaMoJi Dental eNoteに取り込んで利用できるようにします。 

状況に応じて、次のいずれかの方法で取り込みます。 

 

- デバイスのカメラでサブカルテを撮影して取り込む → 3.1 

- ScanSnap と iPadを利用して取り込む  → 3.2 

- スキャナ機能付き複合機などを利用して取り込む → 3.3 

- 複数のサブカルテを一度に取り込む   → 3.4 

3.1 デバイスのカメラでサブカルテを撮影して取り込む 

デバイスのカメラでサブカルテを撮影して取り込みます。 

 

イメージフィールドを貼ったシェアノートテンプレートを用意する →3.1.1 

 ▼   

 
デバイスのカメラでサブカルテを撮影する →3.1.2 

 イメージフィールドを貼ったシェアノートテンプレートを用意する 

紙のサブカルテの取り込み先として、イメージフィールドを貼ったシェアノートテンプレートを用意します。 

1. ノート一覧画面左側のフォルダツリーで、［サブカルテ］フォルダに移動します。 

2. ノート一覧画面右上の［＋］>［新規ノート作成］を選びます。 
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3. ［新規ノート作成］画面で、［タイトル］をタップしてタイトルを入力し、［ベーシックテン

プレート］の［無地・縦］を選びます。 

 

4. フォーム部品を使えるようにします。 

→6フォーム部品を追加する 

5. ノート編集画面左上の［＋］>［フォーム部品を追加］>［イメージフィールド］を選びま

す。 
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6. 貼り付けられたイメージフィールドをドラッグして適切な場所に移動したり、枠線をドラッグし

てサイズを変更したりします。 

補足：複数のイメージフィールドを貼り付ける 

1ページに複数のイメージフィールドを貼り付けることもできます。 

1. イメージフィールドを長押しして表示されるメニューから［コピー］を選びます。 

2. 貼り付けたい場所を長押しして表示されるメニューから［ペースト］を選びます。 

3. 貼り付けたいイメージフィールドの数だけ操作 2.を繰り返します。 

 

1ページに複数のイメージフィールドを貼った例 

 

7. シェアノートテンプレートとして登録します。 

→P.34 操作 6～操作 10  
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 デバイスのカメラでサブカルテを撮影する 

1. ノート一覧画面左側のフォルダツリーで、［チームフォルダ］>［サブカルテ］> ［サブカ

ルテ］を選び、画面右上の［＋］>［新規ノート作成］を選びます。 

※ノートの編集画面の場合は、画面左上の   > ［新規ノート作成］を選びます。 

2. ［ノートテンプレート］に切り替え、［共有テンプレート］の｛全社｝から「3.1.1イメージフ

ィールドを貼ったシェアノートテンプレートを用意する」で登録したシェアノートテンプレート

を選びます。 

 

3. ［シェアノート作成］画面で、［タイトル］を入力して［作成］をタップします。 

シェアノート（サブカルテ）が作成されます。 

※タイトルは、カルテ No_患者名など、わかり易い名前を付けることをおすすめします。 

（例）1001_山田太郎 
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4. 「タップしてイメージを追加」をタップし、［カメラで撮影して追加］を選びます。 

5. 起動したカメラで紙のサブカルテを撮影し、［写真を使用］をタップします。 

撮影したサブカルテが取り込まれます。 

6. 操作 4.で取り込んだノートに同じページを追加する場合は、ノート編集画面左下の   を

タップしてページ一覧を表示し、コピーするページのサムネイルを長押し（iOS）または右

クリック（Windows）して表示されるメニューから［コピー］［ペースト］を選びます。 

 

7. 別の患者のサブカルテを取り込む場合、操作 1.～6.を繰り返してシェアノートを作成しま

す。  
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3.2 ScanSnap と iPadを利用して取り込む 

ScanSnap と iPadの両方をお持ちの場合は、専用のコマンドから直接取り込めます。 

1. ScanSnap と iPadを連携させます。 

※ScanSnap と iPadを連携させるには、あらかじめ App Storeから ScanSnap Connect Application をインス

トールしておく必要があります。 

※ScanSnap と iPadの連携方法や、ScanSnapの操作方法については、お持ちの ScanSnapのマニュアルな

どをご覧ください。 

2. iPadでMetaMoJi Dental eNoteを起動します。 

3. 取り込みたいサブカルテを ScanSnapにセットします。 

4. ノート一覧画面左側のフォルダツリーで、［サブカルテ］フォルダに移動します。 

5. ノート一覧画面右上の［＋］>［インポート］>［ScanSnapで読み取る］を選びます。 

 

ScanSnap Connect Application が起動し、サブカルテが取り込まれます。 
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6. インポート画面で、［完了］を選びます。 

 

7. 「新しくシェアノートを作成しますか？ 」と表示されたら、［はい］を選びます。 

8. シェアノート作成画面で、［タイトル］を入力します。 

※タイトルは、カルテ No_患者名など、わかり易い名前を付けることをおすすめします。 

（例）1001_山田太郎 

 

9. ［作成］を選びます。 

シェアノートが作成されます。 
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3.3  スキャナ機能付き複合機などを利用して取り込む 

スキャナ機能付き複合機を利用する場合の操作は次のとおりです。ここでは、Windows版のMetaMoJi 

Dental eNoteを使って取り込む方法を紹介します。 

1. あらかじめ、取り込みたいサブカルテをお持ちの複合機で読み取り、任意のフォルダに

PDF形式で保存しておきます。 

2. MetaMoJi Dental eNoteを起動します。 

3. ノート一覧画面左側のフォルダツリーで、［サブカルテ］フォルダに移動します。 

4. ノート一覧画面右上の［＋］>［ファイルから読み込む］>［PDF］を選び、操作 1．で保

存した PDFファイルを選びます。 

※iPadの場合は、［＋］>［インポート］から開きます。 

5. インポート画面で［完了］を選びます。 

6. 「現在のフォルダ○○にインポートします」と表示されたら［はい］を選びます。 

7. 「新しくシェアノートを作成しますか？ 」と表示されたら、［はい］を選びます。 

8. シェアノート作成画面で、［タイトル］を入力します。 

※タイトルは、カルテ No_患者名など、わかり易い名前を付けることをおすすめします。 

（例）1001_山田太郎 

 

9. ［作成］を選びます。 

シェアノートが作成されます。 
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3.4 複数のサブカルテを一度に取り込む 

複数のサブカルテを一度に取り込みます。 

カルテが多い場合に便利です。 

 

種ファイルを作る →3.4.1 

 ▼   

 
シェアノートにする →3.4.2 

 ▼  

 

 

 
シェアノートに取り込む →3.4.3 

 

 種ファイルを作る 

まず初めに、シェアノートの元になる 種ファイル（PDF）を作ります。 

1. Wordなどの PDF形式で保存できるアプリケーションを使って、白紙の PDFを作ります。 

※ファイル名は何でも構いません（あとから変更します）。 

※例えば、Wordを使う場合は、白紙の文書を［ファイル-名前を付けて保存］で[PDF(*pdf)］ 

を選んで任意のフォルダに保存します。 

2. 操作 1．で作成した PDFファイルを、取り込みたいサブカルテの数だけコピーします。 

※例えばWindowsなら、操作 1.で作成した PDFファイルを選んで Ctrl＋ Cキーを押してコピ

ーし、サブカルテの数だけ Ctrl＋ Vキーを押して貼り付けます。 

3. 操作 2．でコピーしたファイルの名前を変更します。 

※名前は、カルテ No_患者名など、わかり易い名前を付けることをおすすめします。 

 （例）1001_山田太郎.pdf 

※例えばWindowsなら、ファイル上で右クリックして表示されるメニューから［名前の変

更］を選びます。 
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 シェアノートにする 

MetaMoJiアシスタントを使って、3.4.1種ファイルを作る で作った種ファイルをシェアノートにします。 

1. Webブラウザで https://product.metamoji.com/tool/assistant/ にアクセスして MetaMoJi

アシスタントインストールプログラムをダウンロードします。 

※Web管理ツールを起動し、管理者メニューの［ダウンロード／リンク］-［MetaMoJiアシスタントイ

ンストールプログラム］からもダウンロードできます。 

2. ダウンロードした MMJAssistantSetup.msiをダブルクリックしてインストールします。 

3. Windowsのスタートボタンから［MetaMoJi Corp］>［MetaMoJi Assistant］を選び、法人

ID・ログイン名（ユーザーID）・パスワードを入力してログインします。 

4. ［ファイルの選択］をクリックして 3.4.1種ファイルを作る で作った種ファイルを選びます。 

5. ［出力設定］の［すべての資料をまとめて一つのノートを作成する］をオフにします。 

6. ［ページの設定］で［自由］を選びます。 

7. ［配布形式］でシェアノートを選びます。 

8. ［配布先の追加・変更］をクリックして、2.2チームを作る で作った［サブカルテ］フォル

ダを選びます。 

9. ［配布］をクリックします。 

 

10. 配布が完了したら、［閉じる］をクリックします。 

 

操作 4～操作 8の設定を保持したMetaMoJi

アシスタントへのショートカットをデスクトップ

上に作成します。 

 

ショートカット上に PDF ファイルや Office 

ファイルをドラッグ&ドロップするだけでシェ

アノートを作成できるので、たくさんのサブ

カルテを取り込む場合などに便利です。 

https://product.metamoji.com/tool/assistant/
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 シェアノートに取り込む 

紙のサブカルテを、3.4.2シェアノートにする で作ったシェアノートに取り込みます。 

3.4.3.1 ScanSnap と iPadを利用する場合 

ScanSnap と iPadの両方をお持ちの場合は、専用のコマンドから直接シェアノートに取り込めます。 

1. ScanSnap と iPadを連携させます。 

※ScanSnap と iPadを連携させるには、あらかじめ App Storeから ScanSnap Connect Application をインス

トールしておく必要があります。 

※ScanSnap と iPadの連携方法や、ScanSnapの操作方法については、お持ちの ScanSnapのマニュアルな

どをご覧ください。 

2. iPadでMetaMoJi Dental eNoteを起動します。 

3. 取り込みたいサブカルテを ScanSnapにセットします。 

4. ノート一覧画面で、操作 1.でセットしたサブカルテと対応するシェアノートを開きます。 

 

5. ノート編集画面で、左上の［＋］>［インポート］>［ScanSnapで読み取る］を選びま

す。 
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ScanSnap Connect Application が起動し、サブカルテが取り込まれます。 

 

6. インポート方法の選択画面で、［ページとして追加する］を選びます。 

7. インポート先の選択画面で、［自由ページの先頭へ］を選び、［完了］をタップします。 

 

8. 操作 3.～7.を繰り返して紙のサブカルテとシェアノートを対応づけます。 
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3.4.3.2 スキャナ機能付きの複合機などを利用する場合 

スキャナ機能付きの複合機を利用する場合の操作は次のとおりです。ここでは、Windows版の

MetaMoJi Dental eNoteを使って取り込む方法を紹介します。 

1. あらかじめ、取り込みたいサブカルテをお持ちの複合機で読み取り、任意のフォルダに

PDF形式で保存しておきます。 

2. MetaMoJi Dental eNoteを起動します。 

3. ノート一覧画面で、操作 1．で PDF化したサブカルテと対応するシェアノートを開きます。 

4. ノート編集画面で、左上の［＋］>［ファイルから読み込む］>［PDF］を選び、操作 1．

で保存した PDFファイルを選びます。 

※iPadの場合は、［＋］>［インポート］から開きます。 

5. インポート方法の選択画面で、［ページとして追加する］を選びます。 
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6. インポート先の選択画面で、［自由ページの先頭へ］を選びます。 

 

7. PDFのインポートの画面で、［完了］をタップします。 

 

8. 操作 3.～7.を繰り返して、PDF化した紙のサブカルテとシェアノートを対応づけます。 
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4 よく使う書類を取り込む 

問診票や治療記録・同意書など、よく使う書類を取り込みます。 

よく使う書類を取り込んでおくと、付箋（→5）やフォーム部品（→6）を追加して、検索や入力・編集を

しやすくしたりすることができます。また、用紙テンプレートとして登録（→7）しておけば、必要なときに

呼び出せるので便利です。 

また、用紙テンプレートはツールボックスに登録（→8）することで、さらに簡単に呼び出せます。 

 

よく使う書類は、状況に応じて、次のいずれかの方法で取り込みます。 

※テキストファイルおよび Excel/Word/PowerPoint 形式のデータを取り込む場合は、Microsoft Office 製品がある

環境で、MetaMoJi アシスタントを利用して取り込みます。→ 4.1.3 

 

- Windows PC・タブレットから取り込む → 4.1.1 

- iPadで取り込む → 4.1.2 

- MetaMoJiアシスタントで取り込む → 4.1.3 
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 Windows PC・タブレットから取り込む 

PDF やイメージ（*.png、*.jpg、*.jpeg）ファイルを取り込みます。 

1. 紙の書類を取り込む場合は、複合機などを使って、あらかじめ PDF形式のファイルにして

おきます。 

2. エクスプローラー上で PDF形式のファイルを長押し、または右クリックして表示されるメニ

ューから、［プログラムから開く］> ［MetaMoJi Dental eNote］を選びます。 

MetaMoJi Dental eNoteが起動します。 

3. インポートの方法の選択画面が表示されたら、［新規ノートとして作成する］を選びます。 

4. ［PDFのインポート］の画面で［完了］をタップします。 

PDFがMetaMoJi Dental eNoteに取り込まれます。 
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 iPadで取り込む 

PDF やイメージ（*.png、*.jpg、*.jpeg）ファイルを取り込みます。 

1. 紙の書類を取り込む場合は、複合機などを使ってあらかじめ PDF形式のファイルにして、

iCloud Driveなど、iPadからアクセスできる領域に保存しておきます。 

2. MetaMoJi Dental eNoteを起動します。 

3. ノート一覧画面左側のフォルダツリーで、［サブカルテ］フォルダに移動します。 

4. ノート一覧画面右上の［＋］>［インポート］>［ブラウズ］を選びます。 

 

5. 操作 1．で保存した PDFファイルを選びます。 

6. ［インポート］画面で［完了］をタップします。 

PDFがMetaMoJi Dental eNoteに取り込まれます。 
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 MetaMoJiアシスタントで取り込む 

MetaMoJi アシスタントを使うと、PDF やイメージ（*.png、*.jpg、*.jpeg）、テキスト、Word・Excel・ 

PowerPoint などの Microsoft Office 製品のデータを取り込むことができます。 

※テキストファイルおよび Excel/Word/PowerPoint 形式のデータは Microsoft Office 製品がないと利用すること

はできません 。 

1. 紙の書類を取り込む場合は、複合機などを使って、あらかじめ PDF形式のファイルにして

おきます。 

2. MetaMoJiアシスタントを起動します。 

→3.4.2シェアノートにする 

3. ［ファイルの選択］をクリックして操作 1.で取り込んだファイルやお持ちの書類のファイルを

選びます。 

4. ［出力設定］の［すべての資料をまとめて一つのノートを作成する］をオフにします。 

5. ［ページの設定］で［自由］を選びます。 

6. ［配布形式］で［通常ノート］を選びます。 

7. ［配布先の追加・変更］をクリックして、［個人フォルダ］を選びます。 

8. ［配布］をクリックします。 

 

 

9. 配布が完了したら、［閉じる］をクリックします。 
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5 付箋を設定する 

付箋はノートやテンプレートのページに設定できます。 

用紙テンプレートを登録する際に付箋を設定しておけば、その用紙テンプレートを使ったサブカルテでも

付箋でページを検索・絞り込みできるようになり、便利です。 

5.1 付箋を設定する 

1. ノート編集画面左下の   をタップしてページ一覧を表示します。 

2. ページ一覧で、付箋を設定したいページを長押しして表示されるメニューから［ページ属

性］> ［付箋の設定］を選びます。 

3. ［付箋を付ける］をオンにして［付箋名］を入力し、［完了］をタップします。 

※ここで入力した付箋名が、検索するときのキーワードになります。 

ページに付箋が設定され、ページ一覧で付箋マークが付いて表示されます。 
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5.2 付箋を検索する 

サブカルテ内のページに設定した付箋を検索・絞り込みします。サブカルテの中から、目的ページをす

ばやく見つけ出したいときに便利です。 

1. ノート編集画面下部の   をタップします。 

2. ノート編集画面左側の   をタップして表示されるメニューから［付箋］を選びます。 

3. 表示されるメニューから検索したい付箋を選びます。 

選んだ付箋が設定されているページが一覧に表示されます。 

 

補足： 検索・絞り込み表示を解除するには、もう一度ノート編集画面下部の   をタップします。 
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6 フォーム部品を追加する 

フォーム部品を追加すると、入力や操作が簡単に行えるようになります。 

ただし、フォーム部品は、インストール直後の状態では使えません。フォーム部品を使うには、次の方法

でフルメニュー表示に切り替えておきます。 

1.  > ［システムオプション］を選びます。 

2. ［機能設定］の［フルメニューに切り替える］をオンにします。 

3. ［完了］を選びます。 

 

ノート編集画面左上の［＋］>［フォーム部品を追加］からフォーム部品が使えるようになり

ます。 

 

補足： フォーム部品の使い方については、フォーム作成ガイドをご覧ください。 

https://product.metamoji.com/manual/dentalenote/document/dentalenote_form_guide.pdf 

 

 

https://product.metamoji.com/manual/dentalenote/document/dentalenote_form_guide.pdf
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7 用紙テンプレートに登録する 

1. ノート編集画面左下の   をタップしてページ一覧を表示します。 

2. ページ一覧で、用紙テンプレートとして登録したいページを長押しして表示されるメニュー

から［登録/作成］> ［用紙テンプレートの登録］を選びます。 

  

補足： ページに付箋を設定する 

用紙テンプレートに登録する前にページに付箋を設定しておくと、この用紙テンプレー

トを使ったサブカルテ内を付箋のキーワードで検索・絞り込みできるようになり便利で

す。 

→5付箋を設定する 

 

3. ［テンプレート名］を入力し、［登録先］で［共有テンプレート］>［サブカルテ］を選ん

で［完了］をタップします。 
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8 ツールボックスに登録する 

登録した用紙テンプレートはツールボックスに登録しておくと、さらに便利に使えます。 

1. ノート編集画面で >  >［ツールボックス］>［ツールボックスを新規作成］を選びます。 

2. ［登録先］をタップします。 

 

3. ［サブカルテ］を選びます。 

 

4. ［新規ツールボックス］をタップして、作成するツールボックスの名前を入力します。 

 

5. ［＋］をタップして、メニューから［用紙テンプレート登録］を選びます。 
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6. ［共有テンプレート］の［サブカルテ］から 7用紙テンプレートに登録する で登録した用

紙テンプレートを選び、［完了］をタップします。 

 

7. ［完了］をタップします。 

 

登録したツールボックスがノート編集画面の右端に表示されるようになります。 

タップするとツールボックスが開きます。 

 
タップするとツールボックスを 

編集できます 

タップして開く 
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9 業務での利用 

9.1 既存患者のサブカルテを開く 

取り込んだサブカルテをMetaMoJi Dental eNoteで開き、必要に応じてテンプレートを追加するなどして

いきます。 

1. MetaMoJi Dental eNoteを起動します。 

2. ノート一覧画面左側のフォルダツリーで、［チームフォルダ］>［サブカルテ］> ［サブカ

ルテ］を選び、右側で、開きたいサブカルテを選びます。 

 

補足：開きたいサブカルテが見つからないときは、患者の名前やカルテ番号などで検索します 

をタップして表示されるメニューから［オンライン検索］を選び、検索条件を設定して

［完了］をタップします。 

 

 

 

患者の名前やカルテ番号を入力 

編集できます 
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3. 用紙テンプレートを追加するときは、ツールボックスを表示して、追加したいテンプレートを

タップします。 

 

補足： ノートの編集操作について詳しくは、スタートガイドやお使いの OSに合わせた操作マニュアル

をご覧ください。 

→ https://direct.metamoji.com/products/dentalenote/#support 

 

 

  

https://direct.metamoji.com/products/dentalenote/#support
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9.2 新規患者のサブカルテを新しく作る 

新規患者のサブカルテを作るには、次の 2つの方法があります。 

⚫ よく使う複数の用紙テンプレートをシェアノートテンプレートとして登録し、登録したシェアノートテンプ

レートからシェアノート（サブカルテ）を作る → 9.2.1 

⚫ その都度用紙テンプレートから必要なものを選んでシェアノート（サブカルテ）を作る → 9.2.2 

 シェアノートテンプレートからシェアノート（サブカルテ）を作る 

よく使う用紙テンプレートをまとめてシェアノートテンプレートとして登録し、必要に応じて呼び出してシェ

アノート（サブカルテ）を作ります。 

1 . よく使う用紙テンプレートをまとめてシェアノートテンプレートとして登録する 

1. MetaMoJi Dental eNoteを起動します。 

2. ノート一覧画面左側のフォルダツリーで、［チームフォルダ］>［サブカルテ］> ［サブカ

ルテ］を選びます。 

3. 画面右上の［＋］>［新規ノート作成］を選びます。 

 

4. ［タイトル］をタップしてタイトルを入力し、一覧から使いたいテンプレートをタップして選

びます。 
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5. 必要に応じて、用紙テンプレートを追加したり、ノートを編集したりします。 

→9.1既存患者のサブカルテを開く 操作 4 

補足：ノートの編集操作について詳しくは、スタートガイドやお使いの OSに合わせた操作

マニュアルをご覧ください。 

→https://direct.metamoji.com/products/dentalenote/#support 

 

6. ノート編集画面で、左上の   >［ノートテンプレートを作成］を選びます。 

7. ［シェアノートテンプレート］をタップして、［シェアノートテンプレートにする］をオンにして

［完了］をタップします。 

8. ノートテンプレートの作成画面に戻ったら、［完了］をタップします。 

 

https://direct.metamoji.com/products/dentalenote/#support
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9. ノート編集画面で、左上の   >［ノート一覧に戻る］を選びます。 

10. ノート一覧画面に戻ったら、今作成したシェアノートテンプレートと同じ名前のファイルが 2つ

作成されているので、   が付いていないほうのファイルを削除します。 

ファイルを削除するには、削除したいファイルを長押し（iOSの場合）、または右クリックし

て（Windowsの場合）表示されるメニューから［削除］を選びます。 

 

 

 

4. 作成されたシェアノートテンプレートを長押しして表示されるメニューから［（全社）へ登

録］を選びます。 

10. 選択されたノートテンプレートを（全社）へ登録してよいか確認するメッセージが表示される

ので、［はい］を選びます。  

こちらを削除 
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2 . 登録したシェアノートテンプレートからシェアノート（サブカルテ）を作る 

1. MetaMoJi Dental eNoteを起動します。 

2. ノート一覧画面左側のフォルダツリーで、［チームフォルダ］>［サブカルテ］> ［サブカ

ルテ］を選び、画面右上の［＋］>［新規ノート作成］を選びます。 

※ノートの編集画面の場合は、画面左上の   > ［新規ノート作成］を選びます。 

3. ［ノートテンプレート］に切り替え、［共有テンプレート］の｛全社｝から「1 . よく使う用

紙テンプレートをまとめてシェアノートテンプレートとして登録する」で登録したシェアノート

テンプレートを選びます。 
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4. ［シェアノート作成］画面で、［タイトル］を入力して［作成］をタップします。 

 

5. シェアノート（サブカルテ）が作成されるので、必要に応じて編集します。 
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 用紙テンプレートからシェアノート（サブカルテ）を作る 

1. MetaMoJi Dental eNoteを起動します。 

2. ノート一覧画面左側のフォルダツリーで、［チームフォルダ］>［サブカルテ］> ［サブカ

ルテ］を選びます。 

3. 画面右上の［＋］>［新規ノート作成］を選びます。 

 

4. ［タイトル］をタップしてタイトルを入力し、一覧から使いたいテンプレートをタップして選

びます。 
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5. ノート編集画面で、左上の   >［シェアノート作成］を選びます。 

 

6. ［作成］をタップします。 

 

シェアノートが作成され、ノート編集画面が表示されます。 

7. 必要に応じて、用紙テンプレートを追加したり、ノートを編集したりします。 

→9.1既存患者のサブカルテを開く 操作 4 

補足：ノートの編集操作について詳しくは、スタートガイドやお使いの OSに合わせた操作

マニュアルをご覧ください。 

→ https://direct.metamoji.com/products/dentalenote/#support 

 

8. ノート編集画面で、左上の   >［ノート一覧に戻る］を選びます。 

 

https://direct.metamoji.com/products/dentalenote/#support
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9. ノート一覧画面に戻ったら、今作成したシェアノートと同じ名前のファイルが 2つ作成されて

いるので、   が付いていないほうのファイルを削除します。 

ファイルを削除するには、削除したいファイルを長押し（iOSの場合）、または右クリックし

て（Windowsの場合）表示されるメニューから［削除］を選びます。 

 

 

補足：サブカルテ編集中に別の患者のサブカルテを開く 

1. ノート編集画面で、左上の   >［ノートを開く］を選びます。 

2.     をタップして表示されるメニューから［現在のフォルダで絞り込み］を選び、絞り

込み条件を設定して［完了］をタップします。 

 

 

こちらを削除 

患者の名前や 

カルテ番号を入力 
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9.3 患者自身がサブカルテに記入できるようにする 

サブカルテを登録したタブレットを患者に渡して患者自身で問診表などを記入してもらうことで、スタッフ

が転記する手間をなくすことができます。 

ゲストユーザーでログインしたタブレットを渡せば本人以外のデータにはアクセスできないため、セキュリ

ティの面でも安心です。 

1. MetaMoJi Dental eNoteを起動します。 

※ここでは患者に渡すタブレットとは別のパソコンやタブレットを使用してください。 

2. 患者のサブカルテを開きます。 

3. ノート編集画面で、   >［シェアノートの設定］>［ゲストユーザー設定］を選びます。 

4. ［ゲストユーザー］をタップして［ゲストユーザーを利用する］をオンにし、［完了］をタ

ップします。 
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5. 患者に渡すタブレットのログイン画面のカメラで QR コードを読み取ります。 

あるいは、［QR コードをアルバムに保存］*1をタップして QR コードを保存し、患者に渡す

タブレットのログイン画面のカメラで、保存した QR コードを読み取ります。 

※患者に渡すタブレットで MetaMoJi Dental eNoteにログインしている場合はログアウトしておきます。 

*1 Windows版では［QR コードをファイルに保存］です。 

6. QR コードを読み取ったタブレットで［アプリの起動］をタップします。 

※ MetaMoJi Dental eNoteをインストールしていない場合［インストール］をタップします。 

※ MetaMoJi Dental eNoteで開くか確認するメッセージが表示されたら［開く］をタップします。 

ゲストユーザーでログインした状態で MetaMoJi Dental eNoteが起動します。 

7. 患者にタブレットを渡して記入してもらいます。 

8. 記入が終了してタブレットが返却されたら、   > ［ログアウト］を選んでログアウトして

おきます。 
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